
活動方
針

○活動実施日の気候や生徒の体調に応じた練習時間とする。
○部内での作品批評会を定期的に開催し、部員同士の意見交換をとおして望ましい人間関係を築く。
○作品批評会の事前準備や作品制作をする中で、自身の取り組む作品について知る。
○出品締切までのスケジュール管理を提案し、それをもとに生徒自身に自己管理させる。

栃木県立栃木商業高等学校書道部の活動方針及び年間活動計画等

目標

○部活動の実施に際しては、生徒の体調管理を第一に考えて実施する。
○生徒の主体的な活動を重視し、生徒間での話し合いを持たせる。
○書道作品を通して、古典作品や文化に対する教養を身につけさせる。
○作品制作を通して、自身で作品を作り上げた達成感や自己肯定感の育成に努める。

休養日

○原則として、毎週土・日曜日を休養日とする。
○展覧会参加などで、土・日曜日の休養日が確保できなかった場合は、翌週の月・木曜日を休養日とする。
○長期休業中も、学期中に準じた扱いとする。
○8/11～8/18、12/29～1/3、3/29～4/3は、オフシーズンとする。

活動時
間

○一日の活動時間は、平日は2時間程度として19時には完全下校とし、休業日は4時間程度とする。
○定期試験初日の1週間前から定期試験実施期間（最終日を除く）は原則として活動を行わない。ただし、当
該期間においても、外部開催の文化祭等参加の場合は、校長の承認を得て活動を実施することもある。

月 参加予定大会等 その他

４月

５月

６月

７月

８月

９月
○下野の書展高校選抜書展
○中旬　栃木市内高等学校合同書道展

10月
○10月29,30日　栃商デパート　書道展

11月
○中旬　下野教育書道展

12月
○初旬　学校教育書写書道展
○栃木県高校書道展

１月
○初旬　グリムの里新春書き初め大会

２月
○初旬　下野書き初め展

３月


